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1990年代のわが国企業の事業集中＊
—収益性との関係を中心に























1セグメ 報告されて 割り当てられ 資産ベースで 収入ベースで
年次 企業数 ントの企 いるセグメ ている 4桁の のハーフィン のハーフィン
業の比率 ント数 SICコード数 ダール指数 ダール指数
1978* 1703 36. 2 2.59 4. 17 o. 684 〇.683 
1979 2008 38. I 2.53 4. 09 o. 698 o. 696 
1980 2000 38. 8 2. 50 4. 08 o. 703 o. 701 
1981 1991 40. 2 2. 45 4. 03 o. 709 o. 707 
1982 1959 40. 9 2. 42 3. 98 o. 713 o. 715 
1983 1963 41. 8 2. 38 3. 91 o. 716 o. 721 
1984 1964 43. 4 2. 30 3. 78 o. 730 o. 731 
1985 1917 46. 0 2. 20 3. 63 o. 745 o. 748 
1986 1938 50. 3 2. 08 3. 46 o. 768 o. 769 
1987 2038 53. 6 2. 00 3.32 o. 786 o. 788 
1988 2085 5. 7 1. 94 3. 23 o. 797 o. 800 
1989* 557 63. 9 1.72 2. 95 0.832 o. 840 
＊サンプルは， CompustatBusiness Segment Tapeに収録されている全上場企業。ただし，
1978年と199年に関しては，全てのデータが揃っていないため，全上場企業を含んでいない。











(2) Markiedes (1997) p. 12. 他にも， Hoskisson& Turk (1990) p. 469, Bhide 


















いる。また， Comment& Jarell (1995)は， CompustatBusiness Segment 
Tapeに収録されている全上場企業のサンプルを用いて， 1980年代に多角化
の程度が下がっていることは，株式投資収益率と正の関係があることを見い








り，〔図 l〕における D。から D*への変化に関して，そのような戦略転換の背
後に，経営者に対して，より収益性を高めることを求める何らかの圧力があっ






















(5) わが国のデータを用いた実証研究としては，村松• 宮本 (1999)が，ダイベス
トメントに関するイベント・スタディを行っている。
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o. 545 o. 427 o. 731 o. 648
o. 544 0.428 o. 735 o. 653 
o. 545 0.427 o. 732 o. 651 
o. 545 0.425 o. 731 o. 651 
o. 539 o. 420 o.m o. 643 
o. 541 o. 421 o. 723 o. 643 
0.540 o. 421 o. 721 o. 639 
o. 545 0.426 o. 724 o. 644 
0.550 o. 430 o. 727 o. 646 
0.548 0.427 o. 722 o. 640 
1990年と
1999年の差 o. 003 o. 001 -0. 009 -0. 008 
正の比率 46.2 45. 4 42. 3 43. I 
負の比率 48.5 53.8 46.2 46. 9 
［表3 企業規模別にみた1990年代のわが国企業の多角化の程度の変化］
事業構成による分類 2桁分類
企業 専業化 正の比率ハーフィン 正の比率 専業化 正の比率ハーフィン 正の比率
規模＊＊ 比率 ダール指数 比率 ダール指数
最小 -0 07* 42 4 -0. 013 39. 4 -0 018 33 3 -0 018 36 4 
小 0 05 46. 9 0. 03 53 I -0 08 46 9 -0. 012 46 9 
大 0 05 50 0 0. 06 46 9 -0 06 40 6 0 00 40. 6 





























1990年の多角 専業化 正の ハーフ ィン 正の 専業化 正の ハーフィン 正の
化の程度＊＊ 比率 比率 ダール指数 比率 比率 比率 ダール指数 比率
最大 0 035* 60. 6 0. 017 54. 5 0 033 54. 5 0. 007 54. 5 
大 0012 51. 5 0. 005 51 5 -0 030 36 4 -0 003 39. 4 
小 0.006 48. 5 0. 008 51 5 -0 023 48 5 -0 012 48. 5 




それぞれ 1/4づつに分けている。ただし，全サンプル数 130は， 4で割り切れないため，最
小と最大のサンプル数は3,小と大は32である。
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事業構成による分類 -0 14 -0 028 -0. 01 0. 078 0. 058 -0. 014 0 006 
（順位） 26 21 17 2 5 19 13 
2桁分類 -0. 112 -0. 028 0. 01 0. 058 -0. 006 0 004 -0. 014 







事業構成による分類 0. 024 -0. 006 -0. 05 -0. 064 0 008 -0 072 0. 002 
（順位） g 15 23 24 12 25 14 
2桁分類 0 014 -0 034 -0 046 -0. 062 -0 02 -0 078 0 02 
（順位） 7 20 22 23 17 24 6 
電気機器 機械
その他
繊維製品 精密機器 卸売業 小売業
製品
事業構成による分類 0. 01 0. 008 -0. 046 0 032 0 102 -0. 022 0. 066 
（順位） 10 1 22 8 I 20 4 
2桁分類 -0 012 0. 004 -0. 024 0. 002 0. 082 -0. 116 0. 066 




「事業構成」 0. 07 0. 054 -0. 008 -0 01 0 032 
（順位） 3 6 16 17 7 
2桁分類 0. 054 0. 054 -0. 042 -0. 016 0. 006 
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-0. 13 o. 07 87. 5 15 
-0. 23 o. 06 76. 9 13 
-0. 20 o. 1 75. 0 8 
o. 07 o. 28 75. 0 16 
o. 02 o. 3 73.3 15 
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